
   

   

   

  

 

 

最近は日が暮れるのがずいぶん早くなっていますが、帰宅した後は

どのように過ごしていますか？スマホやゲームに没頭するだけでなく、

読書や料理など新しいことに挑戦して、秋の夜長を楽しんでみてはい

かがですか？ 

 

 
 

 

 

 

最後に歯医者さんにかかったのはいつか思い出せますか？歯医者さんは、むし歯や歯周病を治療

するだけではありません。普段の歯みがきでは不十分な歯の汚れをきれいにクリーニングしたり、

みがき残しの多い部分の効果的な歯みがきの方法を教えてくれたりと、歯医者さんは「病気を治す

場所」から「病気にならないようにする場所」へ進化しています。かかりつけの歯医者さんをもち、

痛みなどの症状がなくても定期的に通うようにすると、歯や口の健康寿命を延ばすことにつながり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【歯科検診の結果、検査や治療が必要だった人の中で 歯医者さんに行った人数】 

１年：２７人中 ９人(治療率３３．３％)  ２年：２２人中１０人(治療率４５．５％) 

３年：４０人中１１人( 〃 ２７．５％)  全校：８９人中３０人( 〃 ３３．７％) 

授業や部活に集中するためにも早く受診し、必要な治療を行うようにしましょう。 

※ 歯医者さんで歯科検診結果のお知らせ用紙に記入してもらったら、学校へ提出してください。 

現在の歯科受診率 

保健室／東安中学校 

令和５年１１月１６日 



 

 

先週末から一気に寒さが増しました。寒くなってくると窓を開けるのが辛くなってきますが、教室は

30 人ほどが一緒に生活する場所です。感染症予防のためにも、しっかり換気をし、こもった空気を入れ

替えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

教室では、対角線上の「常時開ける」と示された窓は常に開けておき、休み時間にはドアも全開にして、

空気の入れ替えを行ってください。これからの季節は、さらに空気が乾燥します。加湿器を上手に活用し

ながら、湿度も適切に保てるように気をつけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホテルに勤める方による「おもてなし講座」の研修を以前受けました。人は、 

相手の表情（視覚情報）や声のトーン、話し方（聴覚情報）などのさまざまな 

情報からその人のことを感じ取ります。その情報の内訳は、右のグラフの 

通りです。第一印象の決め手は、やはり「見た目」が大きく関係します。 

その人の印象がホテル全体の印象となってしまうため、ホテルで働く 

方々は身なりや表情、しぐさなど指先まで常に意識し、整っています。 

特に「笑顔」は免疫力のアップなど自分自身にもさまざまな良い効果が 

あることがわかっていますが、人間関係における「笑顔」は、相手に対して敵意がないことを表し、好意的

な印象を持たせてくれます。「おもてなし講座」では、マスク越しでも伝わる「笑顔」を教えていただきまし

た。目じりを下げ、マスクの下でも口角をキュッとあげるようにすると、笑顔であることが伝わりやすくな

るそうです。 

マスクをつけている人も多く、なかなか相手の表情が読み取りにくい生活

ですが、マスクの下でも 「笑顔」を意識し、「健康」も「人間関係」も良好にな

るといいですね。 

視覚情報

(表情・身なり等)

55%

聴覚情報

(声のトーン・

話し方等)

38%

言語情報

(話の内容・中身)

7%


